
2 0 6 1 ： ： ： ： ： ： ： ： ： ：

001 ： ： 002 ： ： 003 ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： 1 1

004 037 017 050 029 062

005 038 018 051 030 063

006 039 019 052 031 064 070 ： ： 073 ： ： ： ： . ： ：

007 040 020 053 032 065 071 ： ：

008 041 021 054 033 066 072 ： ：

009 042 022 055 034 067

010 043 023 056 035 068

011 044 024 057 036 069

012 045 025 058

013 046 026 059

014 047 027 060

015 048 028 061

016 049

074 ： ： ： ： ：

養殖施設面積（㎡） 075 ： ： ： ： ：

076 ： ： ：

養 殖 施 設 面 積 （㎡）

最 も 生 産 物
収 入 が 多 い
養 殖 業 生産物収入の割合 （ ％ ）

沿 岸 ま ぐ ろ は え 縄 1 2

2 小 型 定 置 網 1 2

近 海 ま ぐ ろ は え 縄 1 2 そ の 他 の 漁 業 1 2

 (３) 養殖施設面積等

そ の 他 の 網 漁 業 1 2 採 貝 ・ 採 藻 1 2 所有するすべての養殖施設面積を記入して
ください。

また、網掛けのある「最も生産物収入が多
い」に○が付いた場合は、その養殖業の養殖
施設面積と経営全体に占める養殖業生産物収
入の割合を記入してください。

遠 洋 ま ぐ ろ は え 縄 1

2

さ ん ま 棒 受 網 1 2 そ の 他 の 釣 1 2

1 2

そ の 他 の 刺 網 1 2 ひ き 縄 釣 1 2 そ の 他 の 養 殖 1

の り 類 養 殖 1 2

さ け ・ ま す 流 し 網 1 2 沿 岸 い か 釣 1 2 真 珠 養 殖

中 ・ 小 型 ま き 網 1 2 近 海 い か 釣 1 2

2 わ か め 類 養 殖 1 2 無 動 力 船 　　　　　

か き 類 養 殖 1 2 船 外 機 付 船

大中型まき網１そうまき 1 2 遠 洋 い か 釣 1

ほ た て が い 養 殖 1 2 動 力 船

船 び き 網 1 2 沿 岸 か つ お 一 本 釣 1 2

小 型 底 び き 網 1 2 近 海 か つ お 一 本 釣 1 2

ま だ い 養 殖 1 2 漁船の種類 隻数（隻） 合計総トン数（トン）沖合底びき網２そうびき 1 2 遠 洋 か つ お 一 本 釣 1 2

最も生産物収入
が多い

沖合底びき網１そうびき 1 2 そ の 他 の は え 縄 1 2 ぶ り 類 養 殖 1 2

４　操業状況
　(１) 漁業・養殖業種類
　　   昨年１年間に営んだ漁業・養殖業種類は何ですか。該当するものにすべて○を付けてください。
　　　 また、そのうち最も生産物収入が多い漁業・養殖業種類に１つ○を付けてください。

 (２) 使用漁船
 　 　昨年１年間に漁業・養殖業に使用した漁船
 　 （他から借りて使用した漁船を含みます。）の
   隻数を漁船の種類ごとに記入してください。
　　　また、動力船について合計総トン数を記入
　 してください。

漁業・養殖業種類
営んだ
漁業・養殖業

最も生産物収入
が多い 漁業・養殖業種類

営んだ
漁業・養殖業

最も生産物収入
が多い 漁業・養殖業種類

営んだ
漁業・養殖業

年 齢 （歳） 年 齢 （歳） 家 族 員 数 （人）

階

層

番

号

経

営

組

織

調
査
票
コ
ー

ド

１　経営主の年齢（昨年12月末）
　　自営漁業・養殖業の経営主の
 年齢を記入してください。

２　基幹的漁業従事者の年齢（昨年12月末）
　　満15歳以上で自営漁業の海上作業従事日
 数が最も多い人の年齢を記入してください。

３　家族員数（昨年12月末）
　　家族の人数を記入してください。

平成　　　年　漁業経営調査 記 入 見 本

個 人 経 営 体 調 査 票
大

海

区

都

道

府

県

経

営

体

番

号

秘

農 林 水 産 省
0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

入
力

方
向

(２)の動力船の合計総トン数が10トン以上で、網掛けのある「営んだ漁業・養殖業」に○が付いた

場合は、「７ 漁労部門（調査票コード５）」についても記入してください。

ただし、(2)の動力船の隻数が１隻で、(1)の網掛けのある「営んだ漁業・養殖業」に○が１つだけ付

いた場合は記入の必要はありません。また、複数船で操業した場合、主船の総トン数が10トン未満

である場合も記入の必要はありません。



2 0 6 2 ： ： ： ： ： ： ： ： ： ：

４　操業状況（つづき）

　(４) 出漁日数、労働日数・時間

： ： ： ： ： ： 2 ：

100 ： ： 101 ： ： ： 102 ： ： ： ： 106 ： ： ： ： ： 130 ： ： 131 ： ： ： 132 ： ： ： ： 136 ： ： ： ： ：

103 ： ： ： ： 107 ： ： ： ： ： 133 ： ： ： ： 137 ： ： ： ： ：

104 ： ： ： ： 108 ： ： ： ： ： 134 ： ： ： ： 138 ： ： ： ： ：

105 ： ： ： ： 109 ： ： ： ： ： 135 ： ： ： ： 139 ： ： ： ： ：

110 ： ： 111 ： ： ： 112 ： ： ： ： 116 ： ： ： ： ： 140 ： ： 141 ： ： ： 142 ： ： ： ： 146 ： ： ： ： ：

113 ： ： ： ： 117 ： ： ： ： ： 143 ： ： ： ： 147 ： ： ： ： ：

114 ： ： ： ： 118 ： ： ： ： ： 144 ： ： ： ： 148 ： ： ： ： ：

115 ： ： ： ： 119 ： ： ： ： ： 145 ： ： ： ： 149 ： ： ： ： ：

120 ： ： 121 ： ： ： 122 ： ： ： ： 126 ： ： ： ： ： 150 ： ： 151 ： ： ： 152 ： ： ： ： 156 ： ： ： ： ：

123 ： ： ： ： 127 ： ： ： ： ： 153 ： ： ： ： 157 ： ： ： ： ：

124 ： ： ： ： 128 ： ： ： ： ： 154 ： ： ： ： 158 ： ： ： ： ：

125 ： ： ： ： 129 ： ： ： ： ： 155 ： ： ： ： 159 ： ： ： ： ：

注：１ 「漁業・養殖業種類」　：　右表の「04」～「36」のうち、該当するコードを記入します。

　　 2 「出漁日数（日）」　：　漁獲・収獲の有無に関わらず海上作業を目的として操業した日数を記入します。

　　 3 「労働日数（人日）」　　：  海上 → 出漁日数に通常の従事者数を乗じて記入します。

　　　　　　　　　　　　　　　  陸上 → 陸上作業日数に通常の従事者数を乗じて記入します。

　　 4 「総労働時間(時間）」　：　従事した家族、雇用者別に延べ作業時間を記入します。

平成　　　年　漁業経営調査 記 入 見 本

個 人 経 営 体 調 査 票
大
 

海
 

区

都

道

府

県

経
営
体
番
号

    昨年１年間に営んだ漁業種類、養殖業種類ごとに「出漁日数」を記入してください。
　  また、それらに従事した家族、雇用者別の「労働日数（人日）」、「総労働時間（時間）」を記入してください。

調
査
票
コ
ー

ド

枚
　
　
　
数

漁業・養殖
業種類

出漁日数
(日）

家族
・

雇用者

作業
区分

労働日数
（人日）

総労働時間
（時間）

漁業・養殖
業種類

出漁日数
(日）

家族
・

雇用者

作業
区分

労働日数
（人日）

総労働時間
（時間）

家
族

海 上
家
族

海 上

陸 上 陸 上

雇
用
者

海 上 雇
用
者

海 上

陸 上 陸 上

家
族

海 上
家
族

海 上

陸 上 陸 上

雇
用
者

海 上 雇
用
者

海 上

海 上

陸 上 陸 上

家
族

海 上
家
族

海 上

陸 上 陸 上

陸 上 陸 上

雇
用
者

海 上 雇
用
者

入
力

方
向

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

漁業・養殖業種類 コード

沖合底びき網１そうびき 04

沖合底びき網２そうびき 05

小 型 底 び き 網 06

船 び き 網 07

大中型まき網１そうまき 08

中 ・ 小 型 ま き 網 09

さ け ・ ま す 流 し 網 10

そ の 他 の 刺 網 11

さ ん ま 棒 受 網 12

そ の 他 の 網 漁 業 13

遠 洋 ま ぐ ろ は え 縄 14

近 海 ま ぐ ろ は え 縄 15

沿 岸 ま ぐ ろ は え 縄 16

そ の 他 の は え 縄 17

遠 洋 か つ お 一 本 釣 18

近 海 か つ お 一 本 釣 19

沿 岸 か つ お 一 本 釣 20

遠 洋 い か 釣 21

近 海 い か 釣 22

沿 岸 い か 釣 23

ひ き 縄 釣 24

そ の 他 の 釣 25

採 貝 ・ 採 藻 26

小 型 定 置 網 27

そ の 他 の 漁 業 28

ぶ り 類 養 殖 29

ま だ い 養 殖 30

ほ た て が い 養 殖 31

か き 類 養 殖 32

わ か め 類 養 殖 33

の り 類 養 殖 34

真 珠 養 殖 35

そ の 他 の 養 殖 36



2 0 6 3 ： ： ： ： ： ： ： ： ： ：

： ： ： ： ： ： 3

200 ： ：

201 ： ： 202 ： ： ： ： 203 ： ： ： ： ：

217 ： ： ： ： ： ： ： ： 230 ： ： ： ： ： ： ： ：

218 ： ： ： ： ： ： ： ： 231 ： ： ： ： ： ： ： ： 243 ： ： ：

219 ： ： ： ： ： ： ： ： 232 ： ： ： ： ： ： ： ： 244 ： ： ：

204 ： ： ： ： ： ： 220 ： ： ： ： ： ： ： ： 233 ： ： ： ： ： ： ： ： 245 ： ： ：

221 ： ： ： ： ： ： ： ： 234 ： ： ： ： ： ： ： ： 246 ： ： ：

222 ： ： ： ： ： ： ： ： 235 ： ： ： ： ： ： ： ： 247 ： ： ：

223 ： ： ： ： ： ： ： ： 236 ： ： ： ： ： ： ： ： 248 ： ： ：

205 ： ： ： ： ： ： 211 ： ： ： ： ： ： 224 ： ： ： ： ： ： ： ： 237 ： ： ： ： ： ： ： ： 249 ： ： ：

206 ： ： ： ： ： ： 212 ： ： ： ： ： ： 225 ： ： ： ： ： ： ： ： 238 ： ： ： ： ： ： ： ：

207 ： ： ： ： ： ： 213 ： ： ： ： ： ： 226 ： ： ： ： ： ： ： ： 239 ： ： ： ： ： ： ： ：

208 ： ： ： ： ： ： 214 ： ： ： ： ： ： 227 ： ： ： ： ： ： ： ： 240 ： ： ： ： ： ： ： ：

209 ： ： ： ： ： ： 215 ： ： ： ： ： ： 228 ： ： ： ： ： ： ： ： 241 ： ： ： ： ： ： ： ：

210 ： ： ： ： ： ： 216 ： ： ： ： ： ： 229 ： ： ： ： ： ： ： ： 242 ： ： ： ： ： ： ： ：

最盛期の
従事者数

（人）

家 族

雇 用 者

労働日数
（人日）

企画管理労働

船 舶

都

道

府

県

流 動 資 産

期首（千円） 期末（千円）

固

定

資

産

土 地

負 債 合 計

負

債

借 入 金

そ の 他

漁 網 ・
は え 縄

延べ労働時間
（時間）

資

産

固定資産
合 計

漁 業 権

そ の 他

資 産 ・ 負 債

資 産 合 計

建 物 ・
構 築 物

養殖施設

記 入 見 本

大
 

海
 

区

経
営
体
番
号

漁業・養殖業
負担割合(％)

調
査
票
コ
ー

ド

平成　　　年　漁業経営調査

個 人 経 営 体 調 査 票

（ ｔ ）

魚 種

（ ｇ ）

数 量 数 量

わかめ類

漁 獲 量

ま だ い

（ｔ）ぶ り 類

魚 種

（ｔ）

（ ｔ ）

（㎏） （ ｔ ）

の

り

類 その他 そ の 他

板のり (千枚）

真

珠

ほたてがい

か き 類
（むき身）

（ｔ）

（ ｔ）

その他

（ ｇ ）大 玉

中 玉

小 玉 （ ｇ ）

（ ｇ ）

入
力

方
向

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

５ 財産（貸借対照表）

税務申告書の「貸借対照表」等を参考に資産・負債額を記入してください。
また、固定資産について、漁業・養殖業の負担割合を記入してください。

(７) 漁獲量

漁業（養殖業以外）による漁獲物
の数量を記入してください。

(８) 収獲量
養殖業による収獲物の数量を記入してください。

４ 操業状況（つづき）
(５) 最盛期の従事者数

漁業・養殖業の海上作業

（養殖業の場合は陸上作業
を含む。）に従事した人が、
最も多かった時期の人数を
記入してください。

(６) 企画管理労働

漁業・養殖業の経営に関する集会や研修
会に参加した人、帳簿管理等を行った人の
「労働日数（人日）」と「延べ労働時間（時間）」
を記入してください。



2 0 6 4 ： ： ： ： ： ： ： ： ： ：

： ： ： ： ： ： 4

（１）収入 （２）支出 (３) 棚卸高

ア　漁業・養殖業に関わる収入 ア　漁業・養殖業に関わる支出 ア　漁業・養殖業に関わる棚卸高

301 ： ： ： ： ： ： ： ： 311 ： ： ： ： ： ： ： ： 324 ： ： ： ： ： ： ： ：

302 ： ： ： ： ： ： ： ： 312 ： ： ： ： ： ： ： ： 325 ： ： ： ： ： ： ： ：

303 ： ： ： ： ： ： ： ： 313 ： ： ： ： ： ： ： ： イ　漁労外事業に関わる棚卸高 (単位：千円）

304 ： ： ： ： ： ： ： ： 314 ： ： ： ： ： ： ： ： 326 ： ： ： ： ： ： ： ：

315 ： ： ： ： ： ： ： ： 327 ： ： ： ： ： ： ： ：

316 ： ： ： ： ： ： ： ：

イ　漁労外事業に関わる収入 (単位：千円）
317 ： ： ： ： ： ： ： ：

305 ： ： ： ： ： ： ： ： 318 ： ： ： ： ： ： ： ：

306 ： ： ： ： ： ： ： ： 319 ： ： ： ： ： ： ： ：

307 ： ： ： ： ： ： ： ： 320 ： ： ： ： ： ： ： ：

308 ： ： ： ： ： ： ： ： 321 ： ： ： ： ： ： ： ： 328 ： ： ： ： ： ： ： ：

ウ　補助・補償金 (単位：千円）
322 ： ： ： ： ： ： ： ： 329 ： ： ： ： ： ： ： ：

309 ： ： ： ： ： ： ： ： 333 ： ： ： ： ： ： ： ： 330 ： ： ： ： ： ： ： ：

310 ： ： ： ： ： ： ： ： イ　漁労外事業に関わる支出 (単位：千円）
331 ： ： ： ： ： ： ： ：

323 ： ： ： ： ： ： ： ： 332 ： ： ： ： ： ： ： ：

　　 損益計算書の「棚卸高」のうち、「漁業・養殖
　業に関わる棚卸高」及び「漁労外事業に関わる
　棚卸高」を記入してください。

平成　　　年　漁業経営調査 記 入 見 本

個 人 経 営 体 調 査 票
大
 

海
 

区

都

道

府

県

経
営
体
番
号

調
査
票
コ
ー

ド

　　 損益計算書の「売上（収入）金額」のうち、漁業・
　養殖業、漁労外事業に関わる収入及び、補助・補
　償金を記入してください。

　　 損益計算書の「売上原価」、「経費」のうち、「漁業・
　養殖業に関わる支出」及び「漁労外事業に関わる支
　出」を記入してください。

収入項目 収　入　額　（千円） 支出項目 支　出　額　（千円） 支出項目 評　価　額　(千円）

漁 業 生 産 物 収 入 雇 用 労 賃 期 首 棚 卸 高

うち、
 直売所・自家販売

漁 船 ・ 漁 具 費 期 末 棚 卸 高

養殖業生産物収入 油 費

うち、
 直売所・自家販売

え さ 代 期 首 棚 卸 高

注：「うち、直売所・自家販売」については、直売所、道の駅
　　等で場所を借りて販売、自家店舗、通販、インターネット
　　販売、行商などで販売した金額を記入します。

種 苗 代 期 末 棚 卸 高

核 代 注 ：製造原価の計算において、原材料棚卸高、半製品・仕掛品
　　棚卸高を計上している場合は、それらも加算して記入します。

修 繕 費
(４) 減価償却費
　   (2) アの「漁業・養殖業に関わる支出」の減価
　償却費のうち、以下に該当する項目は、 「償却
　額」を記入してください。

水 産 加 工 業 販 売 手 数 料

民 宿 負 債 利 子

遊 漁 船 業 租 税 公 課 諸 負 担 支出項目 償　却　額　(千円）

そ の 他 事 業 減 価 償 却 費 建 物 ・ 構 築 物

そ の 他 船 舶

補 助 ・ 補 償 金 漁 網 ・ は え 縄

うち、
 漁 業 ・ 養 殖 業

漁 労 外 事 業 支 出

養 殖 施 設

合 計 （ 漁 労 支 出 ）

注 ： 「補助・補償金」については、漁業・養殖業以外の自営
　　業に関わる補助・補償金を含めた金額を記入します。

漁 業 権

入
力

方
向

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

６ 損益（損益計算書）

税務申告書の「損益計算書」等を参考に漁業・養殖業に関わる収支（漁労収入・漁労支出、棚卸高）及び、漁業・養殖業以外の
水産加工業等の自営業に関わる収支（漁労外事業収入、漁労外事業支出、棚卸高）等を記入してください。



2 0 6 5 ： ： ： ： ： ： ： ： ： ：

： ： ： ： ： ： 5 ：

400 ： ： 407 ： ： 414 ： ：

401 ： 408 ： 415 ：

402 ： ： 409 ： ： 416 ： ：

403 ： ： ： ： . ： ： 410 ： ： ： ： . ： ： 417 ： ： ： ： . ： ：

404 ： ： ： ： . ： ： 411 ： ： ： ： . ： ： 418 ： ： ： ： . ： ：

405 ： ： ： 412 ： ： ： 419 ： ： ：

406 ： ： ： 413 ： ： ： 420 ： ： ：

　　

生 産 物 収 入 の 割 合 （ ％ ）

総 ト ン 数 （トン）

主 船 の 総 ト ン 数 （トン）

漁 獲 量 の 割 合 （ ％ ）

専兼区分（専業：１、兼業：２）

使 用 動 力 船
隻 数 （ 隻 ）

調
査
票
コ
ー

ド

枚
　
　
　
数

漁 業 種 類

平成　　　年　漁業経営調査 記 入 見 本

個 人 経 営 体 調 査 票
大
 

海
 

区

都

道

府

県

経
営
体
番
号

入
力

方
向

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

７ 漁労部門

漁労体ごとに、以下の項目について記入してください。

なお、「漁労体」とは、海面漁業を営むための漁業種類別の操業単位であり、次のとおりとなります。
(1) 単船操業（漁船１隻で操業する漁業）の場合は、その漁船１隻を１漁労体とします。

ただし、例えばA丸という漁船が沿岸いか釣と沿岸まぐろはえ縄の２つの漁業を操業している場合は、

沿岸いか釣と沿岸まぐろはえ縄のそれぞれについてA丸が漁労体となるため、漁労体は２つになります。
(2) 複数船による操業（船団を組んで行う漁業）の場合は、船団１組を１漁労体とします。

注：１ 「漁業種類」は、右表の「04」～「23」のうち、該当するコードを記入します。
2 「専兼区分」は、同一漁船で１つの漁業のみを操業している場合は「１」、同一漁船で複数の

漁業を操業している 場合は「２」を記入します。
3 「主船の総トン数」は、複数船による操業について記入します。

なお、主船とは、沖合底びき網２そうびきは漁労長が乗った船、大中型まき網１そうまき、
中・小型まき網は網船、又は、２隻の網船のうち漁労長が乗った船とします。

4 「漁獲量の割合」、「生産物収入の割合」は、当該漁労体の経営体全体に占める割合を％（整数）で記入します。

この調査票は、４－(2)の動力船の合計総トン数が10トン以上で、４－(1)の網掛けのある「営んだ漁業・養殖業」に

○が付いた場合に記入します。

ただし、４－(2)の動力船の隻数が１隻で、４－(1)の網掛けのある「営んだ漁業・養殖業」に○が１つだけ付いた場合

は、記入の必要はありません。また、複数船で操業した場合、主船の総トン数（注：３を参照）が10トン未満である場合も

記入の必要はありません。

漁業・養殖業種類 ｺｰﾄﾞ

沖合底びき網１そうびき 04

沖合底びき網２そうびき 05

大中型まき網１そうまき 08

中 ・ 小 型 ま き 網 09

さ け ・ ま す 流 し 網 10

さ ん ま 棒 受 網 12

遠 洋 ま ぐ ろ は え 縄 14

近 海 ま ぐ ろ は え 縄 15

沿 岸 ま ぐ ろ は え 縄 16

遠 洋 か つ お 一 本 釣 18

近 海 か つ お 一 本 釣 19

沿 岸 か つ お 一 本 釣 20

遠 洋 い か 釣 21

近 海 い か 釣 22

沿 岸 い か 釣 23

統計法に基づく国の

統計調査です。調査

票情報の秘密の保護

に万全を期します。



１　漁業操業状況

　(1) 漁業種類
　　　過去１年間に営んだ漁業種類は何ですか。該当するものにすべて○を付けてください。
　　　また、そのうち最も売上高の多い漁業種類に１つ○を付けてください。

： ： ： ： ： ： ： ： 2 1
001 025 010 034 018 042 (2) 養殖施設面積

002 026 011 035 019 043 所有するすべての養殖施設面積を

003 027 012 036 020 044  記入してください。

004 028 013 037 021 045 049 ： ： ： ： ： ：

005 029 014 038 022 046

006 030 015 039 023 047 (3) 漁獲量

007 031 016 040 024 048 漁獲物の数量を記入してください。

008 032 017 041 050 ： ： ： ： ： ：

009 033

２　使用漁船 ３　漁業投下固定資本

　　過去１年間に漁業（養殖業）に使用した漁船 以下の固定資産の漁業への

 　（他から借りて使用した漁船を含みます。）の  負担割合を記入してください。

　隻数を漁船の種類ごとに記入してください。

 　　また、動力船について合計総トン数を記入 070 ： ： ：

(4) 出漁日数 (5) 最盛期の従事者数
　 してください。 071 ： ： ：

漁業（養殖業）のために出漁した 漁業（養殖業）の海上作業（養殖 072 ： ： ：

 航海の所要日数を漁労体（調査票  業の場合は陸上作業を含む。）に従 073 ： ： ：

 コード４参照）ごとの日数を合計した  事した人が最も多かった時期の人数 060 ： ： 063 ： ： ： ： . ： ： 074 ： ： ：

 延べ日数で記入してください。  を記入してください。 061 ： ： 075 ： ： ：

051 ： ： ： ： 052 ： ： ： ： 062 ： ： 076 ： ： ：

2 0 7 1 平成　　　年度　　漁業経営調査 記 入 見 本 ： ： ： ： ： ： ： ： ： ：

会 社 経 営 体 調 査 票
大

 
海

 
区

都

道

府

県

経

営

体

番

号

階

層

番

号

経

営

組

織

調

査

票

コ
ー

ド

漁業種類
営 ん だ
漁 業 種 類

最も売上高の
多い漁業種類 漁業種類

営 ん だ
漁 業 種 類

最も売上高の
多い漁業種類 漁業種類

営 ん だ
漁 業 種 類

最も売上高の
多い漁業種類

沖合底びき網１そうびき 1 2 遠 洋 か つ お 一 本 釣 1 2 小 型 底 び き 網 1 2

沖合底びき網２そうびき 1 2 近 海 か つ お 一 本 釣 1 2 船 び き 網 1 2

養殖施設面積 （㎡）

大中型まき網１そうまき 1 2 沿 岸 か つ お 一 本 釣 1 2 採 貝 ・ 採 藻 1 2

中 ・ 小 型 ま き 網 1 2 遠 洋 い か 釣 1 2 そ の 他 の 漁 業 1 2

さ け ・ ま す 流 し 網 1 2 近 海 い か 釣 1 2 ぶ り 類 養 殖 1 2

さ ん ま 棒 受 網 1 2 沿 岸 い か 釣 1 2 ま だ い 養 殖 1 2

漁 獲 量 （ t ）

遠 洋 ま ぐ ろ は え 縄 1 2 大 型 定 置 網 1 2 そ の 他 の 養 殖 1

漁船の種類 隻数（隻）

2

近 海 ま ぐ ろ は え 縄 1 2 さ け 定 置 網 1 2

　　　　　

合計総トン数（トン） 漁 網 ・ は え 縄

そ の 他

沿 岸 ま ぐ ろ は え 縄 1 2

そ の 他

固

定

資

産

無

形

漁 業 権船 外 機 付 船

漁業負担割合
（％）

有

形

固

定

資

産

土 地

建 物 ・ 構 築 物

船 舶

出 漁 日 数 （日） 最盛期の従事者数 （人） 無 動 力 船

動 力 船

入
力

方
向

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

001～017に○が付いた場合は、「６ 漁労部門（調査票コード４）」についても
記入してください。

ただし、２の動力船の隻数が１隻で、(1)の営んだ漁業種類に○が１つだけ付
いた場合は、記入の必要はありません。また、001～015を複数船で操業した場
合、主船の総トン数が10トン未満である場合も記入の必要はありません。

秘

農 林 水 産 省



2 0 7 2 ： ： ： ： ： ： ： ： ： ：

： ： ： ： ： ： 2
４　財産（貸借対照表）

100 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 114 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 128 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 142 ： ： ： ： ： ： ： ： ：

101 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 115 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 129 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 143 ： ： ： ： ： ： ： ： ：

102 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 116 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 130 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 144 ： ： ： ： ： ： ： ： ：

103 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 117 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 131 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 145 ： ： ： ： ： ： ： ： ：

104 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 118 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 132 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 146 ： ： ： ： ： ： ： ： ：

105 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 119 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 133 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 147 ： ： ： ： ： ： ： ： ：

106 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 120 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 134 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 148 ： ： ： ： ： ： ： ： ：

107 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 121 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 135 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 149 ： ： ： ： ： ： ： ： ：

108 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 122 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 136 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 150 ： ： ： ： ： ： ： ： ：

109 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 123 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 137 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 151 ： ： ： ： ： ： ： ： ：

110 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 124 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 138 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 152 ： ： ： ： ： ： ： ： ：

111 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 125 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 139 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 153 ： ： ： ： ： ： ： ： ：

112 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 126 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 140 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 154 ： ： ： ： ： ： ： ： ：

113 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 127 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 141 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 155 ： ： ： ： ： ： ： ： ：

新 株 予 約 権

資 本 金

資 本 剰 余 金

利 益 剰 余 金

株 主 資 本 合 計

流 動 負 債 合 計

固

定

負

債

期末（千円）

負　　　　　債　　　　・　　　　純　　 　資　　　 産　　　

期首（千円）

負

債

長 期 借 入 金

そ の 他

固 定 負 債 合 計

船 舶

漁 網 ・ は え 縄

漁 業 権

有形固定資産合計

無
形
固
定
資
産

そ の 他

無形固定資産合計

平成　　　年度　　漁業経営調査

会 社 経 営 体 調 査 票

流

動

負

債

期末（千円）

短 期 借 入 金

建 物 ・ 構 築 物

流 動 資 産

資　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　産

経
営
体
番
号

期首（千円）

投資その他の資産

固 定 資 産 合 計

繰 延 資 産

資 産 合 計

固

定

資

産

有

形

固

定

資

産

土 地

そ の 他

純

資

産

そ の 他

株

主

資

本

負 債 ・ 純 資 産 合 計

調
査
票
コ
ー

ド

記 入 見 本

評 価 ・ 換 算 差 額 等

そ の 他

大
 

海
 

区

都

道

府

県

入
力

方
向

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9



2 0 7 3 ： ： ： ： ： ： ： ： ： ：

５　損益（損益計算書） 単位：千円 単位：千円

200 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 220 ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： 3
201 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 221 ： ： ： ： ： ： ： ： ：

202 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 222 ： ： ： ： ： ： ： ： ：

203 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 223 ： ： ： ： ： ： ： ： ：

204 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 224 ： ： ： ： ： ： ： ： ：

205 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 225 ： ： ： ： ： ： ： ： ：

206 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 226 ： ： ： ： ： ： ： ： ：

207 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 227 ： ： ： ： ： ： ： ： ：

208 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 228 ： ： ： ： ： ： ： ： ：

209 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 229 ： ： ： ： ： ： ： ： ：

210 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 230 ： ： ： ： ： ： ： ： ：

211 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 231 ： ： ： ： ： ： ： ： ：

212 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 232 ： ： ： ： ： ： ： ： ：

213 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 233 ： ： ： ： ： ： ： ： ：

214 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 234 ： ： ： ： ： ： ： ： ：

215 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 235 ： ： ： ： ： ： ： ： ：

216 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 236 ： ： ： ： ： ： ： ： ：

217 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 237 ： ： ： ： ： ： ： ： ：

218 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 238 ： ： ： ： ： ： ： ： ：

219 ： ： ： ： ： ： ： ： ：

労 務 費

税 引 前 当 期 純 利 益

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税

当 期 純 利 益

漁 労 売 上 原 価 合 計

そ の 他

売 上 原 価 合 計

漁 船 ・ 漁 具 費

え さ 代

製

品

製

造

原

価

売 上 総 利 益

給 料 手 当 ・ 役 員 報 酬

販 売 手 数 料

漁 労 売 上 高

そ の 他
販
売
費
及
び
一
般
管
理
費

売

　
　
上

　
　
原

　
　
価

売 上 高 合 計

漁

労

売

上

原

価

期 首 棚 卸 高

材

料

費

及

び

経

費

製 品 製 造 原 価 合 計

期 末 棚 卸 高

修 繕 費

租 税 公 課

減 価 償 却 費

そ の 他

油 費

材 料 費 及 び 経 費 合 計

調
査
票
コ
ー

ド

租 税 公 課

減 価 償 却 費

そ の 他

記 入 見 本

大
 

海
 

区

都

道

府

県

経
営
体
番
号

そ の 他

営 業 外 費 用 合 計

漁労販売費及び一般管理費合計

そ の 他

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 合 計

営 業 利 益

漁
労
販
売
費
及
び
一
般
管
理
費

特 別 損 失

種 苗 代

売

上

高

平成　　　年度　　漁業経営調査

会 社 経 営 体 調 査 票

経 常 利 益

特 別 利 益

営 業 外 収 益

営
業
外
費
用

支 払 利 息 及 び 割 引 料

入
力

方
向

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9



2 0 7 4 ： ： ： ： ： ： ： ： ： ：

： ： ： ： ： ： 4 ：

300 ： ： 308 ： ： 316 ： ： 324 ： ：

301 ： 309 ： 317 ： 325 ：

302 ： ： 310 ： ： 318 ： ： 326 ： ：

303 ： ： ： ： . ： ： 311 ： ： ： ： . ： ： 319 ： ： ： ： . ： ： 327 ： ： ： ： . ： ：

304 ： ： ： ： . ： ： 312 ： ： ： ： . ： ： 320 ： ： ： ： . ： ： 328 ： ： ： ： . ： ：

305 ： ： ： 313 ： ： ： 321 ： ： ： 329 ： ： ：

306 ： ： ： 314 ： ： ： 322 ： ： ： 330 ： ： ：

307 ： ： ： 315 ： ： ： 323 ： ： ： 331 ： ： ：

漁 獲 量 の 割 合 （ ％ ）

漁 労 売 上 高 の 割 合 （ ％ ）

主 船 の 総 ト ン 数 （ ト ン ）

出 漁 日 数 の 割 合 （ ％ ）

総 ト ン 数 （ ト ン ）
使 用 動 力 船

隻 数 （ 隻 ）

専 兼 区 分 （ 専 業 ： １ 、 兼 業 ： ２ ）

漁 業 種 類

枚
　
　
　
数

経
営
体
番
号

平成　　　年度　　漁業経営調査 記 入 見 本

会 社 経 営 体 調 査 票
大
 

海
 

区

都

道

府

県

調
査
票
コ
ー

ド

入
力

方
向

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

この調査票は、１－(1)の営んだ漁業種類において「沖合底びき網１そうびき（001）」～「さけ定置網（017)」に○が付いた場合に記入します。

ただし、２の動力船の隻数が１隻で、１－(1)の営んだ漁業種類に○が１つだけ付いた場合は、記入の必要はありません。また、「沖合底びき

網１そうびき(001)」～「沿岸いか釣(015)」を複数船で操業した場合、主船の総トン数（注：３参照）が10トン未満である場合も記入の必要はあり

ません。

漁労体ごとに、以下の項目について記入してください。
なお、「漁労体」とは、海面漁業を営むための漁業種類別の操業単位であり、次のとおりとなります。

(1) 単船操業（漁船１隻で操業する漁業）の場合は、その漁船１隻を１漁労体とします。
ただし、例えばA丸という漁船がさけ・ます流し網とさんま棒受網の２つの漁業を操業している場合は、 さけ・ます流し網とさんま棒受網の

それぞれについてA丸が漁労体となるため、漁労体は２つになります。
(2) 複数船による操業（船団を組んで行う漁業）の場合は、船団１組を１漁労体とします。
(3) 大型定置網、さけ定置網の場合は、定置漁業権で定められる漁場に設置された定置網１か統を１漁労体とします。

６ 漁労部門

注：１ 「漁業種類」は、右表の「01」～「17」のうち、該当するコードを記入します。
2 「専兼区分」は、同一漁船で１つの漁業のみを操業している場合は「１」、同一漁船で複数の漁業を操業している場合は「２」を記入します。

なお、大型定置網、さけ定置網はすべて「１」を記入します。
3 「主船の総トン数」は、複数船による操業、大型定置網、さけ定置網について記入します。

なお、主船とは、沖合底びき網２そうびきは漁労長が乗った船、大中型まき網１そうまき、中・小型まき網は網船、又は、２隻の網船のうち
漁労長が乗った船、大型定置網、さけ定置網は網起こし船とします。

4 「出漁日数の割合」、「漁獲量の割合」、「漁労売上高の割合」は、当該漁労体の経営体全体に占める割合を％（整数）で記入します。 統計法に基づく国の

統計調査です。調査

票情報の秘密の保護

に万全を期します。

沿 岸 い か 釣 15

大 型 定 置 網 16

さ け 定 置 網 17

沿 岸 か つ お 一 本 釣 12

遠 洋 い か 釣 13

近 海 い か 釣 14

沿 岸 ま ぐ ろ は え 縄 09

遠 洋 か つ お 一 本 釣 10

近 海 か つ お 一 本 釣 11

さ ん ま 棒 受 網 06

遠 洋 ま ぐ ろ は え 縄 07

近 海 ま ぐ ろ は え 縄 08

大中型 まき 網１そうまき 03

中 ・ 小 型 ま き 網 04

さ け ・ ま す 流 し 網 05

漁業種類 コード

沖 合 底 び き 網 １ そ う びき 01

沖 合 底 び き 網 ２ そ う びき 02



１　漁業操業状況

　(1) 漁業種類
　　　過去１年間に営んだ漁業種類は何ですか。該当するものにすべて○を付けてください。
　　　また、そのうち最も売上高の多い漁業種類に１つ○を付けてください。

： ： ： ： ： ： ： ： 3 1
001 022 010 031 018 039

002 023 011 032 019 040 (2) 漁獲量

003 024 012 033 020 041 漁獲物の数量を記入してください。

004 025 013 034 021 042 043 ： ： ： ： ： ：

005 026 014 035

006 027 015 036

007 028 016 037

008 029 017 038

009 030

２　使用漁船 ３　漁業投下固定資本

　　過去１年間に漁業に使用した漁船（他から 以下の固定資産の漁業への

　借りて使用した漁船を含みます。）の隻数を  負担割合を記入してください。

　漁船の種類ごとに記入してください。

 　　また、動力船について合計総トン数を記入 060 ： ： ：

(3) 出漁日数 (4) 最盛期の従事者数
　 してください。 061 ： ： ：

漁業のために出漁した航海の所 漁業の海上作業に従事した人が 062 ： ： ：

 要日数を漁労体（調査票コード４参  最も多かった時期の人数を記入して 063 ： ： ：

 照）ごとの日数を合計した延べ日数  ください。 050 ： ： 053 ： ： ： ： . ： ： 064 ： ： ：

 で記入してください。 051 ： ： 065 ： ： ：

044 ： ： ： ： 045 ： ： ： ： 052 ： ： 066 ： ： ：

漁船の種類

出 漁 日 数 （日） 最盛期の従事者数 （人） 無 動 力 船 　　　　　

隻数（隻） 合計総トン数（トン） 漁 網 ・ は え 縄

動 力 船 そ の 他

そ の 他

船 外 機 付 船
固

定

資

産

無

形

漁 業 権

漁業負担割合
（％）

有

形

固

定

資

産

土 地

建 物 ・ 構 築 物

船 舶

沿 岸 ま ぐ ろ は え 縄 1 2

近 海 ま ぐ ろ は え 縄 1 2 さ け 定 置 網 1 2

遠 洋 ま ぐ ろ は え 縄 1 2 大 型 定 置 網 1 2

さ ん ま 棒 受 網 1 2 沿 岸 い か 釣 1 2

1 2

さ け ・ ま す 流 し 網 1 2 近 海 い か 釣 1 2

採 貝 ・ 採 藻 1 2

中 ・ 小 型 ま き 網 1 2 遠 洋 い か 釣 1 2 そ の 他 の 漁 業

1 2

漁 獲 量 （ t ）

大中型まき網１そうまき 1 2 沿 岸 か つ お 一 本 釣 1 2

小 型 底 び き 網 1 2

沖合底びき網２そうびき 1 2 近 海 か つ お 一 本 釣 1 2 船 び き 網

沖合底びき網１そうびき 1 2 遠 洋 か つ お 一 本 釣 1 2

調
査
票
コ
ー

ド

漁業種類
営 ん だ
漁 業 種 類

最も売上高の
多い漁業種類 漁業種類

営 ん だ
漁 業 種 類

最も売上高の
多い漁業種類 漁業種類

営 ん だ
漁 業 種 類

最も売上高の
多い漁業種類

： ： ： ：

共 同 経 営 体 調 査 票
大
 

海
 

区

都

道

府

県

経
営
体
番
号

階

層

番

号

経

営

組

織

： ： ： ： ： ：2 0 8 1 平成　　　年度　　漁業経営調査 記 入 見 本

入
力

方
向

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9秘

農 林 水 産 省

001～017に○が付いた場合は、「６ 漁労部門（調査票コード４）」についても
記入してください。

ただし、２の動力船の隻数が１隻で、(1)の営んだ漁業種類に○が１つだけ付
いた場合は、記入の必要はありません。また、001～015を複数船で操業した場
合、主船の総トン数が10トン未満である場合も記入の必要はありません。



2 0 8 2 ： ： ： ： ： ： ： ： ： ：

： ： ： ： ： ： 2
４　財産（貸借対照表）

100 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 114 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 128 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 142 ： ： ： ： ： ： ： ： ：

101 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 115 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 129 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 143 ： ： ： ： ： ： ： ： ：

102 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 116 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 130 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 144 ： ： ： ： ： ： ： ： ：

103 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 117 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 131 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 145 ： ： ： ： ： ： ： ： ：

104 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 118 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 132 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 146 ： ： ： ： ： ： ： ： ：

105 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 119 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 133 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 147 ： ： ： ： ： ： ： ： ：

106 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 120 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 134 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 148 ： ： ： ： ： ： ： ： ：

107 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 121 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 135 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 149 ： ： ： ： ： ： ： ： ：

108 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 122 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 136 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 150 ： ： ： ： ： ： ： ： ：

109 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 123 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 137 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 151 ： ： ： ： ： ： ： ： ：

110 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 124 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 138 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 152 ： ： ： ： ： ： ： ： ：

111 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 125 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 139 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 153 ： ： ： ： ： ： ： ： ：

112 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 126 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 140 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 154 ： ： ： ： ： ： ： ： ：

113 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 127 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 141 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 155 ： ： ： ： ： ： ： ： ：

新 株 予 約 権

長 期 借 入 金

資 本 剰 余 金

株 主 資 本 合 計

株

主

資

本

純

資

産

繰 延 資 産

資 本 金

投資その他の資産

記 入 見 本

土 地

流 動 資 産 短 期 借 入 金

負　　　　　債　　　　・　　　　純　　　 資　　　 産　　　

経
営
体
番
号

共 同 経 営 体 調 査 票

期首（千円）

平成　　　年度　　漁業経営調査

資　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　産

期末（千円）

流

動

負

債

漁 網 ・ は え 縄 そ の 他

固 定 資 産 合 計

そ の 他

無形固定資産合計

船 舶

そ の 他

都

道

府

県

負

債

無
形
固
定
資
産

調
査
票
コ
ー

ド

期首（千円） 期末（千円）

評 価 ・ 換 算 差 額 等

そ の 他

そ の 他

大
 

海
 

区

利 益 剰 余 金

負 債 ・ 純 資 産 合 計

漁 業 権

資 産 合 計

固

定

資

産

有

形

固

定

資

産

固 定 負 債 合 計

流 動 負 債 合 計

固

定

負

債

建 物 ・ 構 築 物

有形固定資産合計

入
力

方
向

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9



2 0 8 3 ： ： ： ： ： ： ： ： ： ：

５　損益（損益計算書） 単位：千円 単位：千円

200 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 219 ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： 3
201 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 220 ： ： ： ： ： ： ： ： ：

202 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 221 ： ： ： ： ： ： ： ： ：

203 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 222 ： ： ： ： ： ： ： ： ：

204 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 223 ： ： ： ： ： ： ： ： ：

205 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 224 ： ： ： ： ： ： ： ： ：

206 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 225 ： ： ： ： ： ： ： ： ：

207 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 226 ： ： ： ： ： ： ： ： ：

208 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 227 ： ： ： ： ： ： ： ： ：

209 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 228 ： ： ： ： ： ： ： ： ：

210 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 229 ： ： ： ： ： ： ： ： ：

211 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 230 ： ： ： ： ： ： ： ： ：

212 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 231 ： ： ： ： ： ： ： ： ：

213 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 232 ： ： ： ： ： ： ： ： ：

214 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 233 ： ： ： ： ： ： ： ： ：

215 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 234 ： ： ： ： ： ： ： ： ：

216 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 235 ： ： ： ： ： ： ： ： ：

217 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 236 ： ： ： ： ： ： ： ： ：

218 ： ： ： ： ： ： ： ： ： 237 ： ： ： ： ： ： ： ： ：当 期 純 利 益

売 上 原 価 合 計

そ の 他

売 上 総 利 益

売

　
　
上

　
　
原

　
　
価

材

料

費

及

び

経

費

製

品

製

造

原

価

漁

労

売

上

原

価

油 費

え さ 代

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税

漁 労 売 上 原 価 合 計

租 税 公 課

税 引 前 当 期 純 利 益

そ の 他

特 別 損 失

経 常 利 益

特 別 利 益

営 業 外 収 益

営
業
外
費
用

記 入 見 本

租 税 公 課

減 価 償 却 費

そ の 他

そ の 他

材 料 費 及 び 経 費 合 計

そ の 他

販
売
費
及
び
一
般
管
理
費

漁
労
販
売
費
及
び
一
般
管
理
費漁 船 ・ 漁 具 費

調
査
票
コ
ー

ド

都

道

府

県

経
営
体
番
号

期 末 棚 卸 高

減 価 償 却 費

製 品 製 造 原 価 合 計

漁 労 売 上 高

支 払 利 息 及 び 割 引 料

漁労販売費及び一般管理費合計

大
 

海
 

区

売 上 高 合 計

期 首 棚 卸 高

労 務 費

営 業 外 費 用 合 計

売

上

高

修 繕 費

平成　　　年度　　漁業経営調査

共 同 経 営 体 調 査 票

そ の 他

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 合 計

営 業 利 益

給 料 手 当 ・ 役 員 報 酬

販 売 手 数 料

入
力

方
向

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9



2 0 8 4 ： ： ： ： ： ： ： ： ： ：

： ： ： ： ： ： 4 ：

300 ： ： 308 ： ： 316 ： ： 324 ： ：

301 ： 309 ： 317 ： 325 ：

302 ： ： 310 ： ： 318 ： ： 326 ： ：

303 ： ： ： ： . ： ： 311 ： ： ： ： . ： ： 319 ： ： ： ： . ： ： 327 ： ： ： ： . ： ：

304 ： ： ： ： . ： ： 312 ： ： ： ： . ： ： 320 ： ： ： ： . ： ： 328 ： ： ： ： . ： ：

305 ： ： ： 313 ： ： ： 321 ： ： ： 329 ： ： ：

306 ： ： ： 314 ： ： ： 322 ： ： ： 330 ： ： ：

307 ： ： ： 315 ： ： ： 323 ： ： ： 331 ： ： ：

隻 数

（ ト ン ）

主 船 の 総 ト ン 数 （ ト ン ）

（ 隻 ）

漁 労 売 上 高 の 割 合

専 兼 区 分 （ 専 業 ： １ 、 兼 業 ： ２ ）

（ ％ ）

（ ％ ）

（ ％ ）

使 用 動 力 船

出 漁 日 数 の 割 合

漁 獲 量 の 割 合

総 ト ン 数

平成　　　年度　　漁業経営調査

共 同 経 営 体 調 査 票
調
査
票
コ
ー

ド

漁 業 種 類

枚
　
　
　
数

記 入 見 本

大
 

海
 

区

都

道

府

県

経
営
体
番
号

入
力

方
向

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

６ 漁労部門

漁労体ごとに、以下の項目について記入してください。
なお、「漁労体」とは、海面漁業を営むための漁業種類別の操業単位であり、次のとおりとなります。

(1) 単船操業（漁船１隻で操業する漁業）の場合は、その漁船１隻を１漁労体とします。
ただし、例えばA丸という漁船がさけ・ます流し網とさんま棒受網の２つの漁業を操業している場合は、 さけ・ます流し網とさんま棒受網の

それぞれについてA丸が漁労体となるため、漁労体は２つになります。
(2) 複数船による操業（船団を組んで行う漁業）の場合は、船団１組を１漁労体とします。
(3) 大型定置網、さけ定置網の場合は、定置漁業権で定められる漁場に設置された定置網１か統を１漁労体とします。

注：１ 「漁業種類」は、右表の「01」～「17」のうち、該当するコードを記入します。
2 「専兼区分」は、同一漁船で１つの漁業のみを操業している場合は「１」、同一漁船で複数の漁業を操業している場合は「２」を記入します。

なお、大型定置網、さけ定置網はすべて「１」を記入します。
3 「主船の総トン数」は、複数船による操業、大型定置網、さけ定置網について記入します。

なお、主船とは、沖合底びき網２そうびきは漁労長が乗った船、大中型まき網１そうまき、中・小型まき網は網船、又は、２隻の網船のうち
漁労長が乗った船、大型定置網、さけ定置網は網起こし船とします。

4 「出漁日数の割合」、「漁獲量の割合」、「漁労売上高の割合」は、当該漁労体の経営体全体に占める割合を％（整数）で記入します。

この調査票は、１－(1)の営んだ漁業種類において「沖合底びき網１そうびき（001）」～「さけ定置網（017)」に○が付いた場合に記入します。

ただし、２の動力船の隻数が１隻で、１－(1)の営んだ漁業種類に○が１つだけ付いた場合は、記入の必要はありません。また、「沖合底びき

網１そうびき(001)」～「沿岸いか釣(015)」を複数船で操業した場合、主船の総トン数（注：３参照）が10トン未満である場合も記入の必要はあり

ません。

統計法に基づく国の

統計調査です。調査

票情報の秘密の保護

に万全を期します。

沿 岸 い か 釣 15

大 型 定 置 網 16

さ け 定 置 網 17

沿 岸 か つ お 一 本 釣 12

遠 洋 い か 釣 13

近 海 い か 釣 14

沿 岸 ま ぐ ろ は え 縄 09

遠 洋 か つ お 一 本 釣 10

近 海 か つ お 一 本 釣 11

さ ん ま 棒 受 網 06

遠 洋 ま ぐ ろ は え 縄 07

近 海 ま ぐ ろ は え 縄 08

大中型 まき 網１そうまき 03

中 ・ 小 型 ま き 網 04

さ け ・ ま す 流 し 網 05

漁業種類 コード

沖 合 底 び き 網 １ そ う びき 01

沖 合 底 び き 網 ２ そ う びき 02


